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ドイツのエコマークの名称は？
①ブルーエンジェル ②ブルーハーツ ③ファイブスター

問題２
ＭＳＤＳ（＊１）の対象となっている化学物質はいくつ？
①５５物質 ②４３５物質 ③７６５物質

問題３
一定規模以上の企業は従業員数の何％の障害者の雇用が義務付けられていますか？
①１．８％ ②３．５％ ③５．５％

問題４
上場企業と従業員５００人以上の非上場企業へのアンケート調査で、『環境会計（＊２）を導入している』と回答した
企業の割合は？
①約１割 ②約４分の１ ③約２分の１

問題５
ＩＳＯ１４０２０は何の規格？
①環境アセスメント（＊３） ②環境報告（＊４） ③環境ラベル

＊１：ＭＳＤＳとはＭａｔｅｒｉａｌ　Ｓａｆｅｔｙ　Ｄａｔａ　Ｓｈｅｅｔの略。ＭＳＤＳ制度とは第一種指定化学物質、第二種指定化学
　　　物質及びそれらを含有する製品（指定化学物質等）を他の事業者に譲渡・提供する際、その性状及び取り扱い
　　　に関する情報を義務付ける制度をいいます。

＊２：環境会計とは、企業等が、持続可能な発展を目指して、社会との良好な関係を保ちつつ、環境保全への取組
　　　を効率的かつ効果的に推進していくことを目的として、事業活動における環境保全のためのその活動により
　　　得られた効果を認識し、可能な限り定量的（貨幣単位又は物量単位）に測定し伝達する仕組みです。

＊ ＲＥＡＣＨ（リーチ）規則 ２００７年６月１日から施行 ＊

　ＲＥＡＣＨとは、その規制の内容を示す“Ｒｅｇｉｓｔｒａｔｉｏｎ（登録）、Ｅｖａｌｕａｔｉｏｎ（評価）、Ａｕｔｈｏｒｉｚａｔｉｏｎ（認可）ａｎｄ
Ｒｅｓｔｒｉｃｔｉｏｎ（制限）ｏｆ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ（化学品）”を略した表現である。
　この規制は『欧州新化学品規制（ＲＥＡＣＨ規則）』と呼ばれている。欧州における化学物質の総合的な登録・評価
認可・制限の制度です。（注：農薬や医薬品は対象外）

ＲＥＡＣＨ規制の目的
①人の健康および環境の保護
②ＥＵ化学産業界の競争力の維持と強化
③ＥＵ域内市場分裂の回避
④化学品に関する情報のアクセスの改善や意志決定過程の透明性を拡大
⑤国際的な取組みとの統合
⑥非動物実験の促進
⑦ＷＴＯ（世界貿易機関）の下でのＥＵの国際的責務との適合

ＲＥＡＣＨ規制の特徴及びポイント
◆既存化学物質（注１）と新規化学物質の扱いをほぼ同等に変更
　新規化学物質だけでなく、既存化学物質についても、登録（安全性評価の情報等）等の義務を設けた。
◆これまでは政府が実施していたリスク評価を、事業者の義務に変更
　安全性評価の義務を、規制当局から産業界に移管した。
◆サプライチェーン（流通経路）を通じた化学物質の安全性取り扱いに関する情報の共有を双方向で強化
　サプライチェーン（流通経路）の上流（川上）と下流（川下）とで情報を共有する。
◆成形品（注２）に含まれる化学物質の有無（濃度）や用途についても、情報の把握を要求
　川下ユーザー（注３）にも、リスク管理・評価の責任を要求する。
　特定の有害性物質は原則として使用禁止（認可されれば使用可能）。
　化学物質の製造・輸入者だけでなく、化学物質を含む成形品の製造・輸入者に対しても、含有される化学
　物質について登録や届出等を義務づけた。

問題1
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ＲＥＡＣＨ規制の概要
（１）登録（Ｒｅｇｉｓｔｒａｔｉｏｎ）
●年間の製造・輸入量が、事業所当たり１トンを超える全ての化学物質（注４）が対象。（注：新規化学物質か
　既存化学物質かは問わない）。
●製造・輸入業者は、登録のため欧州化学物質庁に以下の情報を提出
　①技術書類一式（登録者情報、物質の特定、用途、分類・表示、有害性情報、安全な使用に関するガイダンス等）
　②年間の製造・輸入量が事業者当たり１０トン以上の化学物質については、化学物質安全性報告書（ＣＳＲ）
　　（有害性評価、リスク評価）が追加的に必要
●既存化学物質の登録は、事業者当たりの製造・輸入量の程度に応じて登録時期を設定
●化学物質のリスク管理・評価の責任と発生するコストは企業側に求められる。

登録のスケジュール

：有害性評価のみ必要

：有害性評価及びリスク評価が必要

（２）評価（Ｅｖａｌｕａｔｉｏｎ）
●加盟各国当局は産業界から提出されたデータを評価し、物質ごとの試験プログラムを決定する。
●化学物質安全性報告書（ＣＳＲ）の内容を行政庁が評価し、必要に応じ、追加試験の実施又は追加情報を事業者に要求
●行政庁は、高懸念物質（ＳＶＨＣ）（注５）で曝露があり、事業者当たり年間１００トンを超える量が使用される物質から
　優先的に評価を実施

（３）認可（Ａｕｔｈｏｒｉｚａｔｉｏｎ）
●高懸念物質（ＳＶＨＣ）を使用するには、事業者は、行政庁に申請して許可を得る必要あり
　（注：許可の有効期間はケースバイケース）
●許可を有する事業者及び川下ユーザー（川下使用者）は、上市前にラベル上に認可番号を記載する必要あり

（４）制限（Ｒｅｓｔｒｉｃｔｉｏｎ）
●行政庁が実施したリスク評価の結果、リスク軽減措置が必要な場合には、製造、上市、使用を制限
　（注：この制度自体は現在の欧州の規制から基本的に変更なし）

（５）サプライチェーンにおける情報伝達
●化学物質・調剤の供給者は、川下ユーザー（川下使用者）に対し、化学物質・調剤（注６）の情報を伝達する義務あり
　　 危険と分類される場合・・・・・・安全性データシート（ＳＤＳ）

ＰＢＴ物質、ｖＰｖＢ物質・・・・・・登録番号、認可に関する情報（付与又は拒否など）、制限の詳細、リスク
管理対策に必要な情報

（６）成形品（アーティクル）に含まれる化学物質への対応
＜登録＞
●製造事業者（又は輸入事業者）当たり、年間で総量が１トンを超えている化学物質で成形品からの放出が意図されている
　場合が対象（但し、当該用途が登録済みなら登録不要）
●行政庁に必要な情報（内容は（１）登録と同じ）を提出
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ＩＳＯ事務局
発行部門

＞１００ｔ/ｙ水生環境に悪影響を及ぼし得る物質

＞１ｔ/ｙＣＭＲ物質

既存化学物質予備登録
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＜届出＞
●製造事業者（又は輸入事業者）当たり、年間で総量が１トンを超えている化学物質で、高懸念物質（ＳＶＨＣ）に
　該当し、成形品中に０．１重量％を超える濃度で含有される場合が対象（但し、当該用途が登録済み、又は未登録
　であっても曝露の回避が可能ならば届出は不要）
●行政庁に以下の情報を提出
　会社の情報、物質の情報（用途、分類等）、トン数の範囲、成形品の使用目的・用途等

＜サプライチェーンにおける情報伝達＞
●高懸念物質（ＳＶＨＣ）が成形品中に０．１重量％を超える濃度で含有される場合には、成形品の供給者は
　川下ユーザー（川下使用者）に対し、当該成形品を安全に使用できる情報を伝達する義務あり

いる
不 要

全ての化学物質
ＲＥＡＣＨ規制対象

　ＲＥＡＣＨ適用外 登録対象外
　（別途指令対象） ・製造、輸入１ｔ/未満 ・１ｔ/ｙ以上の物質（新規・既存物質ともに）
　・放射性物質 ・ポリマー　　など ・調剤中の物質
　・税関監督下の場合 ・ポリマー中の２％＜構成ポリマー
　・非分離中間体 用途限定での適用除外 ・成形品中の放出意図物質（注６）
　・危険物質の輸送 ・人体、獣医学用医薬品用 ・モノマー（中間体として扱わず）　など
　・廃棄物 ・食品、飼料添加物用

　・防衛用の物質 ・動植物栄養物

など

登録免除
・付属書 ・収載物質

・ＲＥＡＣＨで既登録物質である

　ＥＵ再輸入品、回収品

既登録とみなす物質
・植物保護剤、殺生物剤
・６７･５４８/ＥＥＣ届出物質

図１　登録・届出に係る輸入者の義務

図２　登録・届出に係る輸入者の義務

ＣＭＲなどの高懸念物質

（登録）（登録）

既存化学物質は
予備登録することのより、

化学物質・調剤又は成形品の区別がガイダンス作成中

　２０１０年１１月末

までに登録

既存化学物質

≧１ｔ/年（ハザード評価）

（物質番号、用途、重量

意図放出物質 リスト物質
（登録） （届出）

届出
２０１１年までに届出

２００７年６月１日（金）発行

簡易登録対象
単離、輸送中間体

会社名、連絡先等）

成形品
（例：ポリエチレン包装、アルミ製品）

他社が成形品中の化学物質・調剤
を当該用途で登録しているか

第三十五号（３ページ）

欧州への輸入品

≧１０ｔ/年（＋リスク評価）

届出対象
研究開発用物質
（５年間登録免除）

但し、ＣＭＲ等は３．５年

認可対象（登録対象とは別途申請）

成形品中の高懸念物質

予備登録

登録
≧１ｔ/年（ハザード評価）１００～１０００ｔ　　６年

≧１０００ｔ　　　３．５年

以下の登録猶予期間あり
１～１００ｔ　　　　１１年

ＲＥＡＣＨ規制対象

発行部門
ＩＳＯ事務局 環境ニュース

化学物質・調剤
（例：エチレン、アルミ合金鋳造物）

いない

新規化学物質



（ｂ）ウール繊維製品

天然素材 天然素材
刈り取り、洗浄

物質 物質

紡糸、染色

調剤

鋳塊への鋳造 形状への連続的鋳造

成形品

（ｄ）ポリエチレン製包装材

天然素材 天然素材
破砕 精製

物質

物質 物質/調剤

調剤

抄紙機、巻き取り

型押し成形、折りたたみ、プリント

紙製品

サイズ剤、糊などの添加

コーティング

エチレン

ポリエチレン　ペレット

ポリエチレン　フィルム

ポリエチレン包装材

裁断、接着

コート処理された板紙（ライナー）

表面加工・・・

シート（巻回体）

蒸解

成形品 板紙（ライナー）

バージンパルプ

ストック（パルプを水に溶かしたもの）

鉱石（ボーキサイト）

アルミナＡ１２０３

アルミ二ウム鋳造物

抽出

電解

化学物質・調剤と成形品の境界

（ａ）アルミ二ウム製品

洗浄羊毛

羊

毛糸

織物

ウールのジャケット

合金組成の添加

押出鋳造体圧延体
鋳造片

圧延

アルミ二ウム合金

アルミ二ウム合金鋳造物

ＩＳＯ事務局
２００７年６月１日（金）発行
第三十五号（４ページ）
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成形品

（ｃ）紙製品

木

木片

最終アルミ二ウム製品

最終切断
形状加工

研磨、穴あけ、押出

切断、更なる加工

原油

成形品

重合、添加剤添加

フィルム成形



注１）既存化学物質（Ｅｘｉｓｔｅｎｔ　ｃｈｅｍｉｃａｌｓ）：通常、化学物質規制が開始された時点で既に市場に流通していた
　　化学物質を指す。

注２）成形品（Ａｒｔｉｃｌｅ）：その化学組成よりも機能を指向するよう、特定の形状、外面、あるいはデザインを付与
　　されたもの。例：電子部品、家電製品、自動車

注３）川下ユーザー（Ｄｕ，Ｄｏｗｎｓｔｒｅｅｍ　ｕｓｅｒｓ）：調剤（例：塗料）の調合者、他のプロセスにおける化学物質
　　（例：油や潤滑剤）使用者、加工された成型品（例：電子部品）の生産者などの化学物質を工業使用する
　　すべての人を指す。

注４）化学物質（Ｓｕｂｓｔａｎｃｅ）：自然状態のまま製造工程によって得られる化学元素とその化合物を指し、その
　　安定性を保ち使用工程で生じる不純物を防ぐのに必要な添加物を含む。但し、当該物質の安定性に影響を
　　及ぼさず、またその組成を変えずに分離することのできる溶剤は除かれる。

注５）高懸念物質（ＳＶＨＣ）の対象は以下のとおりとされています。今後、行政庁において具体的な物質リストが
　　　作成される予定です。

①一定程度以上の発ガン性・変異原生・生殖毒性物質（ＣＭＲ物質）
②残留性、蓄積性、毒性を有する物質（ＰＢＴ物質）
③残留性及び蓄積性が極めて高い物質（ｖＰｖＢ物質）
④上記以外の化学物質で、内分泌かく乱特性を有しており人の健康や環境に深刻な影響がありそうな
　もの（個別に特定）

注６）調剤（Ｐｒｅｐａｒａｔｉｏｎ）：２つ以上の化学物質からなる混合物または溶液。

注７）意図放出物質：２つの事例があります。
　 ①放出が使用に不可欠で、逆に物質の放出が無ければその成形品が十分に機能しない場合

　（フェルトペンのインク、ガラス用化学雑巾）
②放出が成形品の質や副次的な機能に寄与し、或いは最終的な使用における成形品の機能に
　直接的に関連しないが新たな価値を与える場合（匂いつき消しゴムの香り成分）

　地球上には約１０万種の化学物質が存在します。このうちの約３万種の化学物質を対象に安全評価や登録を義務付ける
規則がリーチ規則です。年間で１トン以上製造・輸入する化学物質が対象になります。
　製品に未登録の物質が含まれる場合は、製造・販売が制限される可能性があります。
　２００８年６月１日から登録が開始されます。

＊ ＊

問題1　答え①
解説：ドイツのエコマークは『ブルーエンジェル』。

問題２　答え②
解説：『第一種指定化学物質』が３５４物質、『第二種指定化学物質』が８１物質、計４３５物質が指定されている。

問題３　答え①
解説：『障害者の雇用促進等に関する法律』で従業員数の１．８％以上と決められている。障害者の雇用も企業責任
　　　のひとつだ。

問題４　答え②
解説：環境省の『平成１５年度　環境にやさしい企業行動調査』で、上場企業と従業員５００人以上の非上場企業に
　　　アンケート調査を行ったところ、環境会計を既に導入していると回答した企業が２３．６％。『導入を検討している』
　　　と回答した企業が１３．８％となっている。

問題５　答え③
解説：環境ラベルの一般原則を定めた規格がＩＳＯ１４０２０。

環境クイズ　答え

発行部門 ２００７年６月１日（金）発行
ＩＳＯ事務局 第三十五号（５ページ）環境ニュース


